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〇開  議 

   午前９時開議 

◇議長（三友美惠子君） ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第１ 一般質問 

◇議長（三友美惠子君） 日程第１、一般質問を行います。 

 ２日に引き続き、順次発言を許します。 

 初めに、７番石内國雄君議員の発言を許します。 

              〔７番 石内國雄君登壇〕 

◇７番（石内國雄君） 議席番号７番石内國雄でございます。一般質問の通告に従いましてやってい

きたいと思います。 

 昨今、やはりコロナのワクチンの接種の関係についていろいろ報道等もどんどん出て、日々変化し

ている中でございます。今日の新聞でも高崎市のところで集団接種のやつができるというような報道

がありまして、玉村町からは１５分から２０分で行けるようなところ、Ｇメッセでございます。どう

いうような形になるか分かりませんが、期待しておるところでございます。 

 最近、梅雨の報道とともに土砂災害の注意事項の報道も目立ってきているなというふうに感じてお

ります。気象状況の変化とかそういうものがふだんの梅雨だけではなくて、防災の関係、あと災害と

かそういうものが出てくる可能性が高くなってきているのかなと、常日頃思っているところでござい

ます。 

 それでは、質問のほうに移らせていただきます。一番最初に、防災対策についてでございます。気

候変動等による雨の災害発生の時期も近づいているのかなと感じております。防災発生の時期が近づ

いているというのも、ちょっと危機を感じているという意味でございます。 

 一昨年の台風１９号被害における避難所の整備や情報伝達方法等のその課題を踏まえて、町のほう

では対策を検討してきたと思いますけれども、町の防災対策の現状はどうなっておりますか。これも

重ねて何回か質問していることではございますが、時期に合わせて質問事項に捉えさせていただきま

した。 

 避難所の整備と対策はどう考えているか。 

 新型コロナウイルス対策との関連をどう考えているか。 

 災害情報伝達方法の対策をどう考えているか。 

 弱者対策の具体的な情報提供等はどう考えているかということでございます。 

 また、住民の方々、お話いただいた中で、恒常的に雨が降ると雨水があふれるところが多々あると、
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水路がなかなか機能していないところがあるということをお話聞きまして、恒常的に雨水があふれる

水路の情報の把握とその整備対策についてはどのようになっているかということでございます。 

 ２番目がコロナワクチンの接種対策についてでございます。コロナワクチンの接種状況はどうなっ

ていますか。ファイザー社のワクチンに加えモデルナ社、アストラゼネカ社のワクチンが新たに承認

されました。ワクチン接種に不安を抱えている町民も多いと思います。ワクチンの安全性について、

タイムリーで分かりやすい情報発信が必要と考えておるところでございます。ファイザー社について

はもうどんどん、どんどん普及しておりますし、モデルナ社については集団接種に大いに活用されて

いるということは分かっております。 

 次に、６５歳未満のワクチン接種の時期とその対策はどうなっているか。今は６５歳まで７月下旬

までを目標にいろいろ対策を練っていると思いますが、その後、ワクチンについては６５歳以上で終

わりということではありませんので、６５歳未満のワクチン接種の時期とその対策は、町としてはど

ういうふうに考えているかということでございます。そうなった場合には集団接種も必要になると考

えます。集団接種については、当初、このワクチン接種の段階のところでも、個別接種だけではなく

て集団接種が必要ではないかという形で私はいろいろな形で意見を言わせてもらいましたけれども、

いよいよその集団接種も必要になっていると考えます。その町の考えはということでございます。 

 ワクチン接種の予診票の記入とか、それからワクチン予防接種の予約の対策として、ボランティア

の方の活用を考えてはどうかというのが提案でございます。 

 ３番目として、死亡届等の手続の一元化と火葬料の補助の改善をということで、前にも１回質問し

ておりますが、引き続いて質問させていただきます。死亡届後には火葬料の補助金の申請もあり、そ

のほか保険証とか年金受給など各課での手続が多岐にわたっております。町民の負担を軽減するため

に、死亡後の手続について、遺族の相談や手続の一元化をした窓口を設置してはどうかということで

ございます。 

 また、玉村町には火葬場がなく、周辺の市の斎場を利用しております。近隣の市民は、火葬料が無

料ということでございますので、火葬場の維持管理がない玉村町では、火葬料の補助がもっとあって

もいいのではないかということで、補助額の改善を行って遺族の負担軽減を図ってはどうか。 

 以上が第１回目の質問でございます。 

◇議長（三友美惠子君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） おはようございます。それでは、最初に、石内國雄議員のご質問にお答えい

たします。 

 初めに、防災対策についてお答えいたします。避難所の整備と対策につきましては、昨年度からよ

り一層積極的に取り組んでおります。令和２年度には上陽小学校区の防災倉庫を旧玉村内科クリニッ

クから上陽小学校敷地内に移動し、避難所開設時の迅速な物資の搬入を行えるよう改善を図りました。
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また、備蓄品に新型コロナウイルス対策を図るために、段ボールパーティション２００セット及び段

ボールベッド１００セットを非常食、水、毛布などに追加いたしました。また、避難所開設時の本部

と各避難所の連絡及び情報共有を図るため、タブレット端末を１０台配備するとともに、停電時のス

マートフォン充電用にソーラーパネルによる充電が可能なバッテリーを１０台配備しました。 

 さらに、新型コロナウイルスをはじめとする感染症対策として、手指消毒薬、サージカルマスク、

非接触型温度計１５台を配備し、避難所内での感染予防を図ってまいります。 

 令和３年度の事業といたしましては、南小学校区の避難所として優先的に開設する南小学校内に、

迅速に避難所開設が行えるよう新たに防災倉庫を設置します。また、避難所への人員配置についても、

台風１９号の教訓を踏まえ強化してまいります。 

 次に、新型コロナウイルス対策との関連についてお答えいたします。新型コロナウイルス対策の最

も重要な３密を避けるため、体育館以外に学校校舎も可能な限り活用し、避難者のソーシャルディス

タンスを確保しながら、体調不良者や発熱者が避難する専用の部屋を確保するよう、５つの小学校と

南中学校の避難所レイアウトを作成しました。 

 また、避難所の受入れの手順や避難所運営を迅速に行うために、避難所開設と受入れに関するマニ

ュアルを作成いたしました。７月４日に行う住民避難訓練「防災さんぽ」の際に、このマニュアルを

活用した避難所の開設と受入れ訓練を行い、実際の避難所開設に生かしてまいります。 

 また、コロナ禍の避難の在り方として、昨年度に避難行動判定フローを毎戸配布いたしました。自

宅のリスクが少ない場合に自宅にとどまる垂直避難や、安全な場所にある親類等を頼って避難する縁

故避難など、町が開設する避難所以外の安全な場所に避難する分散避難を昨年度に引き続いて住民に

お願いしてまいります。 

 分散避難を行っていただくためには、正確な情報を迅速に住民に届けなければなりません。町内河

川の水位のみでなく、上流域の水位や雨量など総合的に分析し、関係機関の意見も積極的に伺いなが

ら、夜間や風雨の中の避難を避けるため、早めの避難情報を発令してまいります。 

 次に、災害情報の伝達方法及び弱者対策の具体的な情報提供についてお答えいたします。避難情報

をはじめとする災害に関する情報は、従来からのメルたまや携帯各社の緊急速報メール、ＮＨＫのデ

ータ放送、ＦＭたまむらによる放送、各地区の自主防災組織や民生児童委員による声かけ等に加え、

パソコンや携帯電話、スマートフォンを持たない方、いわゆる情報弱者の方々へ確実に情報を届ける

ため、新たに固定電話への情報伝達を考えております。 

 概要としましては、情報伝達を希望する方に電話番号等を登録していただき、固定電話や携帯電話

に向けて音声による災害情報を届けるものです。着信がない場合、自動でリダイヤルを行い、確実に

情報伝達することができます。また、このシステムにはアンケート機能も搭載されており、安否確認

や避難状況の把握も行うことができますので、今後の弱者対策として大変有効と考えております。 

 また、５月２０日からは水害時の避難レベルの運用が変更され、レベル３、避難準備・高齢者等避
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難開始が高齢者等避難に、レベル４、避難勧告、避難指示が避難指示に一本化され、より分かりやす

くなりました。今後は、新しい避難情報を活用した情報発信を行ってまいります。 

 次に、恒常的に雨水があふれる水路の情報の把握とその整備対策についてお答えいたします。近年

の気候変動によるゲリラ豪雨や大規模台風等により、町内雨水排水路があふれ道路が冠水しているな

どの状況把握は、冠水箇所付近の地域住民、区長からの情報や災害対策時のパトロール等から把握し

ております。 

 水路があふれた箇所等での対策は、水路流下能力や閉塞原因を分析して、講じられる対策を検討し

て、でき得る限り対応しております。しかしながら、近年は、過去に整備した水路流下能力を超えた

雨量が記録されるなど、既設水路布設替えや雨水幹線水路増設が必要な状況であり、莫大な工事費用

が必要となるため、近年の町財政を考えると、全てに対策を講じることが困難な状況となっておりま

す。今後、冠水箇所被害状況等を勘案し、より効果的な対策を講じられるよう研究したいと考えてお

ります。 

 近年、最も大規模な冠水被害が記録されたのは、令和元年台風１９号の際の内水氾濫が発生した上

福島の高橋川の本流及び支流と、五料矢川樋管付近がございます。この２か所のソフト対策として、

水位状況及び冠水状況を自宅で確認することができるよう、令和２年度において監視カメラを設置し、

画像をインターネットで常時公開しています。また、付近の住民が自宅の浸水対策に使用するための

土のうを格納する倉庫を近隣に設置しました。 

 なお、矢川樋管付近の開渠部分には、大雨等による内水氾濫対策として、大型土のうを設置してお

りますが、今年度事業として強制的に排水するための大型排水ポンプを運転するための電源盤を常設

いたします。運用方法といたしましては、台風による大雨が予想される場合に、事前に大型排水ポン

プをレンタルし設置しておきます。烏川の水が上昇し、矢川からの排水が確保できない場合に、ポン

プを運転し強制的に排水することで氾濫を防ぐものです。これから梅雨の長雨、ゲリラ豪雨、台風期

と出水期に入りますので、可能な限りの対策を行い水害に備えてまいります。 

 次に、コロナワクチンの接種対策についてお答えいたします。まず、６５歳未満のワクチン接種の

時期とその対策につきまして、町では現在、医療従事者のワクチン接種と優先順位の高い６５歳以上

の高齢者接種を順次進めておりますが、最初は、ワクチン供給量も限られる中での接種開始のため、

医療機関の予約受付や診療に影響が少なくなるように、接種クーポン券の年齢を区切って、８５歳以

上の方から送付いたしました。その後、年齢を下げて順次発送を行っており、６月には６５歳以上の

年齢に引き下げる方向で対応しております。６５歳以上の高齢者の接種がある程度進んだ段階で、次

の優先順位である基礎疾患を有する方、６０歳から６４歳の方へと接種を進めてまいりたいと考えて

おります。それにはまず、６５歳以上の高齢者接種の終了時期を７月末と捉えながら、次の段階へと

順次進めていけるよう、広域での接種体制を築いている伊勢崎市や伊勢崎佐波医師会とも調整しなが

ら、詳細な計画を立て、準備を進めてまいりたいと考えております。 
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 次に、集団接種についてのご質問ですが、宇津木議員のご質問でもありましたように、玉村町にお

いても集団接種の実施を検討しております。まずは、医療従事者など、ワクチン接種の担い手が確保

できるかを確認し、併せて医療機関の接種状況や接種ペースに応じた検討を重ねながら、伊勢崎佐波

医師会とも調整しつつ、柔軟に対応したいと考えております。 

 次に、ボランティアの活動についてのご質問ですが、集団接種を実施する際には、多くの人件費も

かかることを見越して、また適材適所を念頭に置きながら、今後詳細を詰めていく中で、ボランティ

アの活用も検討材料に加えていきたいと考えております。 

 次に、死亡届後の手続の一元化と火葬料補助についてお答えいたします。まず、遺族の相談や手続

を一元化した窓口の設置についてのご質問にお答えいたします。町では、住民課に死亡届が提出され

た際に、火葬許可証等の書類とともにご遺族宛てに、今後役場で必要となる各手続について一覧表を

お渡ししております。後日、ご遺族の方はお渡しした手続の一覧表を基に各種手続を行っていただい

ておりますが、役場での主要な手続は、担当する課がほぼ１階にありますので、ご遺族の方に極端に

ご負担をおかけしているということはないものと考えております。また、移動が困難な方等に対しま

しては、職員同士で連携を取り合い、職員が遺族の方がいる窓口まで出向くなど、課を移動すること

なく手続を行えるよう臨機応変に対応しております。 

 一元化した窓口の設置につきましては、１か所で全ての手続が行えることが理想ではありますが、

ハード、ソフト両面において難しさがあると感じでおります。大事なことは、窓口に来られた方が戸

惑うことなく、極力スムーズに手続が行えることであると思いますので、職員間の連携を密にして、

今以上に住民サービスに徹していきたいと考えております。 

 次に、火葬料の補助額の改善についてのご質問にお答えいたします。火葬室使用料補助金につきま

しては、玉村町民が死亡または火葬室の使用者となる場合に、２万円を上限に交付をしております。

近隣の火葬室使用料につきましては、１２歳以上の場合、伊勢崎市が３万円、前橋市が６万３，０００円、

高崎市が５万５，０００円、藤岡市が３万５，０００円となっております。 

 また、それぞれ市の斎場を無料で使用できる条件は、伊勢崎市及び前橋市は、市民が死亡または火

葬室の使用となる場合、高崎市及び藤岡市は、市民が死亡した場合のみとなっており、それ以外につ

きましては全額負担となり、補助はありません。 

 議員質問の火葬室使用料補助の改善ということでありますが、玉村町には斎場がない代わりに、町

民が死亡または火葬室の使用者となる場合、斎場を限定せず、どこの斎場を使用しても上限２万円の

補助金を交付していること、また町財政も厳しい状況でありますので、今のところ補助金の増額につ

いては難しいものと考えております。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 自席にて２回目の質問をさせていただきます。 
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 防災対策については、昨年のあれから、直後からもお話があったように、漸次進んでいるようでご

ざいます。その中で特に玉村町はハザードマップを作って、その後、内水氾濫のハザードマップを作

っております。それの活用については今どのような状況になっていますか。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） お答えいたします。 

 ハザードマップ、総合防災マップです。それと、内水氾濫マップなのですけれども、今のところ別々

のものでできております。内水氾濫マップについては、ウェブ上の公開、または窓口に必要な方は取

りに来ていただいているのですけれども、今後の活用方法としまして、ハザードマップの中に内水の

情報もまた加えて、一つにしたものをまた新たに作って、また総合防災マップ完成してから、いろい

ろ５段階の警戒レベルであるとか、そのほか避難の考え方とかということについても大分変わってき

ておりますので、その辺も含めて新たなものを数年後、またなるべく早めに作成のほうを考えて、ま

た住民の方に毎戸で配布するなどしまして、住民の方にはそちらを活用していただきたいと思います。 

 今回、町長の答弁にもありましたとおり、７月４日に防災さんぽを行いますので、防災さんぽのと

きにその内水のマップなども見ながら歩いていただいて、危険箇所等をまた再確認していただければ

なおいいのかなというふうにも考えております。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 一つにまとめて防災マップ等をまた作り直すと、考え方、いろんなものを入

れていくということは非常にいいことだと思っていますので、期待しておりますが、この必要な人が

要望を窓口でした場合に渡しているということのお話なのですが、新たに玉村町に転入してきた方々、

転入届等を出してきた方々に関しては、玉村町は安全だと思っておりますでしょうし、防災のそうい

う状況等も認識があまりないのだろうと思うのです。そうすると、新しい住民の方は、この防災マッ

プとか内水氾濫のそういうようなものもなくて、ネットでよく見ている方は分かるかもしれませんが、

そうではない方の場合は、そもそもその情報が手に、あること自体が分からないという話になると思

うのです。そうすると、新しい住民の方にはそういう防災マップだとかそのようなものについては交

付していくとか、それの手続のことについてはどのようにお考えになりますか。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） 全ての災害の関係の情報をお渡ししているわけではないのですけれ

ども、総合防災マップは新しく転入されてきた方には１冊、住民課のほうで配っていただいておりま

す。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 
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              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） そうすると、防災マップ、大きいやつは配っていると、内水氾濫のほうはま

だおつけしていないということですか。それは一緒におつけすれば大丈夫な話ということでいいです

か。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） 内水氾濫マップは、現在ウェブ上で公開しているだけでございまし

て、印刷物となりますと、内水が心配だと、自分の住んでいるところの状況を知りたいという方がい

らっしゃった場合には、環境安全課のほうでそちらの画面をカラーでプリントアウトして差し上げて

いるというような状況になっております。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） ウェブで載っていますよというそういう紹介している文書とか、ホームペー

ジをよく見る方は、新しい方はあれなのですけれども、ある程度の年齢、私なんかが来ると全然訳分

からないですから、やはりその一つのものがあったほうが分かりやすいかなと思いますので、その辺

のところはいろいろちょっと工夫していただいて、検討していただければなと思います。 

 新型コロナ対策の関係とかそういうので、例えばソーシャルディスタンスのためで３密を避けるた

めにということとか、または災害時にずっと待機した場合には、体の不調を訴えるということも含め

て、段ボールのベッドだとか仕切りだとか、そういうようなものが整備されていくのだろうと思うの

ですけれども、昨年はかなり予算をつけてやったと思うのですが、年々これは備蓄する場所もあるか

と思うのですけれども、年度年度、避難場所の使用の仕方とか変わってくると思いますので、数量等

も増やしていくことが必要かと思いますけれども、去年から始めた形のもので、今年度、再来年度と

かそういう増やしていく状況に考えはあるのでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） ご指摘のとおり、こういった備蓄品に関しましては充実させていく

べきものだと考えております。ただ、議員がおっしゃられるとおり、備蓄する倉庫のほうにも限りが

あるのですけれども、町長の答弁にもありましたとおり、南小学校区域内、南小学校内に新たに防災

倉庫もできます。また、上陽分団の詰所の脇にも、あまり大きくはないかも分からないですけれども、

各小学校にあるぐらいのスペースの倉庫のほうも用意したいと現在考えておりますので、そういった

ところで分散的に備蓄品をストックしておくと、また川井に新しくできました水防センターのほうも、

もう少し余裕のほうもありますので、そういったところにいざというときのものはストックを充実さ

せていきたいと考えております。 



－146－ 

 今年度につきましては、今まで備蓄品の中には全然なかったのですけれども、赤ちゃん用のミルク

をやはりもしものときは持ってこられなかったという人もいらっしゃると思いますので、液体ミルク

を今年度、そんなに多くは買えないのですけれども、賞味期限も１年ちょっとぐらいしかないもので

すから、そういったものも少しずつ補充していきながら、災害に備えたいと考えております。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 防災は、町のほうでのその防災対策の準備の話と、それから住民の方の避難

等をどれだけ伝え方と、それから実際に避難がスムーズにいって命を守れるかというのが大事なこと

だと思うのですけれども、住民の方に伝えるという中では、あくまでもやはりスマホだとか、そうい

うものに今のところ頼っておるような状況ですし、まして緊急で雨がどんどん、どんどん降ってきた

ようなときには、いろんな形で係の方が車で放送を回っていただくことになっているのですけれども、

雨の中というのは音が遮断されて聞こえなくなってしまうので、呼びかけがやはりなかなか聞こえづ

らい、雨の音、それから雨が降っていると窓開けている人いませんので、窓を閉めてしまう、音は全

然、今の住宅ではそういう音が聞こえない、その中で固定電話へ、弱者の中で含まれてきたと思うの

ですけれども、そういうものはどんどん進めていくこととか、前にも一番危機感を感じて動き出すそ

のタイミングですか、タイミングがあっと思うものって何かというと、やはりサイレン系なのかなと

思います。そういうものについては今のところ町のほうでは考えていないというような回答は何回か

いただいていますけれども、やっぱりそういう動きの一歩の踏み出しができるようなものが必要では

ないかなと私は考えております。 

 それから、先ほどの固定電話の登録というのは、今何件ぐらいになって、目標的には何件ぐらいに

なるようなことなのでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） 現在、まだ登録者数はおりません。今年度事業ということなので、

契約が終わって、これから広報等でまずはＰＲするのと、あとは居場所とかももうなかなか今できな

いのですけれども、そういった場所にお邪魔して、こういうやり方で登録してくださいというような、

そういったＰＲをこれからしていかなくてはいけないのですけれども、あとはまず第一義的には、区

長さん、区長さんには全員の方にスマートフォンを配って、役場からの情報伝達などするということ

にはなっているのですけれども、併せてそちらも登録していただくのと、民生委員さん、あとは議員

の皆様にも登録のほうをお願いしたいですし、そういった町の役員の方にまずは登録をしていただい

て、声がけ等に使っていただくとともに、社協さんであるとかそういった機関ともちょっと連携して、

そういった登録者を増やしていきたいと思います。 

 一応初年度は、一応１，０００人ぐらいは何とか登録のほうをしていただきたいなというふうに考
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えております。今後、広報等でＰＲしていく中で、目標を達成できるように頑張っていきたいと思い

ます。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 目標は１，０００人、すごいです。１，０００人登録を目指すということで、

一応対象者は何人考えている中で、まず今年度１，０００人なのですか。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） こちらは、一応お答えの中には高齢者、弱者の方ということなので

すけれども、特にそれは限定するものではなくて、どなたでも入っていただけるのですけれども、ま

ずはそういったご高齢の方とか、スマートフォンを持っていない方ということで、最初のＰＲはして

いきたいなというふうに考えておりますので、高齢者の方といいますと３，０００人とか、７５歳以

上の方につきましては、タクシー補助券の対象者が多分３，０００人ぐらいなので、まずはその

３，０００人をターゲット、またワクチンの接種の関係で６５歳以上とか、ただ６５歳ぐらいの方は

スマートフォンを多分使いこなしている方もたくさんいらっしゃると思いますので、まずは７０歳を

超えている方で、なかなかスマートフォンの操作が慣れない方であるとか、そもそもお持ちでない方

とか、そういった方を重点的に登録のほうをお願いしていきたいなというふうに思います。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） ちょっと細かくなるのですけれども、登録には個人負担ありますか。個人負

担があるかどうかということが一つと、あと一応弱者ということなのですけれども、私のうちは固定

電話あるのですけれども、私は弱者には該当しないかな、強者ではないのですけれども、弱者には該

当しないと思うのです。例えばうちのほうでも、私の場合はスマートフォンとか携帯というのは持っ

ていますけれども、「おまえはよく出ないね」と言われるのですけれども、私はかけたい電話を持っ

ているので、なかなか出られないということが多いのですけれども、固定電話でそういうものが町民

の方に、全員そういうものが出てくると、例えば携帯使っているときでも、固定電話からそういうの

が出れば、反応もできるかなと思うのですけれども、今のところは弱者という話ですけれども、全体

に広げるという考えとか、また個人負担ですか、そういうものはあるのでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） 個人負担はございません。無料でこちらのほうは登録できます。た

だ、まれにまだ固定電話、ダイヤル回線を使っている方がごくごくまれにいらっしゃるらしくて、こ

ちらのシステム、デジタル回線を一応基にしてつくっているシステムなので、もしもご自宅がダイヤ
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ル、昔ながらのジリジリというものですと、そこでデジタル回線に切り替えるときに、基本料金が若

干上がるようなお話を聞いております。 

 すみません。弱者、弱者というような、弱者対策と言うと本当に聞こえが悪いので、ただ何となく

ご理解しやすいのかなということで弱者対策と言っていますけれども、これ特にそういった方を限定

として考えているわけではなくて、なかなか、今情報がいろいろ錯綜する中で、その中の一つ、ツー

ルとして使っていただけるものだと考えておりますので、こちらは別に、ふだんスマートフォンを使

っている方でも登録のほうはしていただくのは全然歓迎しますので、そんな形です。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 私も登録してくださいと言えば登録ができて、無料でできるということです

よね。ありがとうございます。 

 あと恒常的な雨水があふれという形で、冠水災害の内水氾濫のそのマップも少しずつ変わっていく

可能性があるということが一つと、実は町なかにいろんな水路がいっぱいあるかと思うのです。住宅

の近くの水路なんか等も、高齢化されている方の場合だと水路を掃除したりなんかすることもなかな

か難しくなってきたりとか、または今町の何か所かを見てみると、水路があるのだけれども、何かそ

のままになっているもの、また水路だったのだけれども、水路があるよという表示はあるのだけれど

も、砂利で埋まってしまっているところがあったり、またそういうようなところに雨がいっぱい降っ

たときに、ちゃんとほかの水路を整備して水がたまらないようなっているかというと、そうでもない

と、その辺のところで水路の今現在の町の中の状況、水があふれるようなところの箇所とか、そうい

うものについては町のほうではどのような把握をして、どのような方向を考えておるのでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 都市計画課長。 

              〔都市計画課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市計画課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 玉村町には様々な水路があると思います。また、公図上、水路用地というものがありまして、実際、

現況がないというところもあると思います。これは、土地改良等でいろいろ造ってきたものなのです

けれども、土地改良のときには畑と畑の間に素掘りがあったりして、その後Ｕ字溝も入っていないと

か、排水路入っていないと、いろんなケースが考えられると思います。そういったこと全て町のほう

で水路用地を把握しているわけではなくて、やはりそこが冠水したりとか、水問題で現地に呼ばれた

りとかして、調査をしていて、水路用地があるのかとかそういうことが判明したりしますので、そう

いったことをいろいろ考えて対応しているような状況です。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 住民の方からちょっとお話いただいたのは、例えば町のほうで大きく開発、
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例えばそこの文化センター前とか、ああいうところで整備だけでばっとやった場合には、調整池もあ

りますし、いろんな形で解決されていると思うのですが、従来乱立してばっと建ったところで水路を

やったところ、一旦そういうふうになって、そのままずっと来ていればまだあれなのですけれども、

その後、ほかのうちが建った、近所に工場が建った、または町道なり県道なりが整備していくという

と、後から整備したりなんかするものって、低くは整備しないので、だんだん、だんだん高くなって

いくのです。そうすると、もともと一番最初に造ったところの水路とか、そこの住宅のところという

のはどうしても水がそこへ寄ってきてくれて、たまってくれてしまうわけなのです。だから、そうす

るとそういうところの水路は適宜把握して、対処する必要も出てきているのかなということをちょっ

と今思ったのです。 

 今までは雨量がのみ込める、それに対応できるような雨量だったのでさほど意識はなかったのです

けれども、昨今の雨量の降り方とか、そういうふうにしていきますと、かなり内水のハザードマップ

に限らず、そういうようなところが散見できるようになってきて、大変な苦情がこれから町にも寄せ

られてくるような状況になるのだろうと思うのです。なってきているのかな。そういうことを考えた

ときに、町の中の、これはお金も時間もいっぱいかかるとは思うのですが、そういう水路の状況の見

直しだとか把握をして、それを漸次少しずつですけれども、改善していく必要があるかと思うのです

が、そういうものの今後の把握をしたり、それを改善していくということについては、今町のほうで

は、財政的には厳しいところなのですが、どのようにお考えになっているでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 都市計画課長。 

              〔都市計画課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市計画課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 今まで造ってきた水路とかというのは、設計上、５年確率とか７年確率とか、そういった経済性が

ありますので、そういった確率で考えられてきたと思います。近年のこういったゲリラ豪雨とかそう

いったものになかなか対応できなくなってきているというところは現実だと思います。 

 また、水路用地にある水路は、排水機能がメインなのですけれども、原則的には道路用地にあるＵ

字溝というのは道路側溝ということで、道路の雨水を排除することが一番で、次に隣接の宅地等の雨

水も取り込んでいくという機能なわけです。ですから、今後、いろいろ町で設置していく場合、そう

いった降雨の確率、そういったものをどこまで上げられるか、経済性との判断ですけれども、そうい

ったことを可能な限りあふれにくい水路というものを考えていく必要はあると考えております。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 個々の住宅の水路を直すというのは、細かい話でしょうけれども、結構大変

なのだと思うのです。そういうのが流れ着いて、結局最終的にたまらないように、流れ着くようなと

ころをどう水を逃がしていくかということを検討していただいて、町なかに水があふれないような、
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笑顔があふれるようなまちづくりをぜひお願いしたいなと思います。 

 続いて、コロナワクチンの関係で質問のほうに移らせていただきます。接種状況のほうでいろいろ

報告をいただいた中で、ちょこっと計算をしてみたらば、１診療所当たり大体１日今のところ５人か

ら６人の割合で推移しているのかな、ワクチンの仕方の話だと思いますけれども、大体１週間という

か、実質は５日間だと思うのですけれども、５日間で４００人ぐらい増えているという報告は受けて

いるのですが、それは今後どうなのでしょうか、その数で割り返してやっていくと、かなりの数が足

らなくなってしまうのですけれども、７月までには到底いかないと思うのですが、その中で集団接種

も出てくるのだと思うのですが、それのワクチンの供給量の話とか、例えば診療の方が１日５件が例

えば１０件とか１５件とかは可能なのかどうかというのは、今現状はどうなのでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えいたします。 

 ワクチンの接種状況なのですけれども、直近の１週間で約１，０００人受けております。やはりこ

の１，０００人であったとしても、７月末に全てが終わるかというのはちょっと微妙なところなので、

昨日、宇津木議員の質問にもお答えしましたけれども、７月を目標として集団接種を始めることによ

って加速化してくということを検討しております。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 今、１日１，０００人。 

              〔「１週間です」の声あり〕 

◇７番（石内國雄君） １週間ですよね、そうですよね。１日１，０００人になったのなら大丈夫か

なと思ったら、そうではないですよね。 

 計算していくと、今大体千二、三百人接種されて、例えば６５歳以上だけでも対象者が９，０００人、

１万近くあって、そうすると、毎日毎日やっても１日１４０人とかそのぐらいのもの、全然足りなく

なるようなニュアンスなのです。例えばこれから集団接種会場を検討していただいていて、それをこ

の間の宇津木議員の答弁の中では、考え方としてまだ決まってはいないけれども、小ホールでという

ようなお話でしたけれども、例えばそこでやるときには、例えば平日なのか土日限定なのか、または

待合所だとか待機所だとか、いろんな予診をするときのスペースとか、小ホールの中１か所でやるの

かな、それとも視聴覚室まで使うのかな、外の駐車場を使うのかなということ、前にもちょっとお話

ししたことがあるのですが、国交省のほうからバスとかそういうのをチャーターして、待機所等に使

ったりなんかすれば、そのバスのチャーター料とかそういうのは国のほうのお金で使えるとか、そう

いうのもあるのですけれども、その辺の集団接種場所の考え方というのは今現状どうなっていますで

しょうか。 
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◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 集団接種場所なのですけれども、一応文化センターの小ホールとい

うことで、やはりまだ玉村町では集団接種やった経験がありませんので、他市町村、例えば前橋市だ

とか実際やっているところ、あとは県の東毛地区だとか、そういったところを実際に見て、職員とか

からも情報をいただきながら、一番スムーズなやり方というのを検討していければなというふうに考

えています。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 高崎市では８か所ぐらいやるというような話が報道もされましたし、今日の

新聞では、Ｇメッセで県の主導でやると、Ｇメッセだと本当にここから近いのであれなのですけれど

も、そういうようなものある。 

 町民の方が今６５歳以上のことでいろいろ検討はしているのですけれども、現実には６５歳以下の

方に接種をするときには、スピードとそれから土日の接種が非常に有効なのだろうと思うのです。そ

れに対してやっぱり適切に手を打って、お医者さんの協力を得たりなんかする必要があると思うので

すけれども、その辺のところは検討しながら、ぜひ大きく広げてやっていただければなと思います。 

 それで、６５歳以下のワクチン接種の話と、６５歳以上のワクチン接種の前に、例えば医療事業者、

介護事業者の方は、この感染を防ぐ、または命を守るためにそういう高齢の方と接触する人のために、

優先してワクチンを打っていただいたと思うのです。その中で、私いろいろお話聞かせてもらった段

階で、お医者さんの場合ははっきり分かるのですが、介護事業サービスのことを考えたときに、何か

その介護事業サービスをやっている方で区分けされていることがあるみたいなのです。どういう基準

でどんな区分けがされて、コロナの接種を受けているところと受けていないところがまずあるのでし

ょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えいたします。 

 介護事業所につきましては、入所施設がある施設につきましては、優先接種ということで職員の方

にも接種されています。あと、例えば単独のデイサービスだとかになりますと、これは優先接種の対

象ではありませんので、今のところ優先ではないです。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） そうすると、入所施設があって、常に同じ人と接触している場所はワクチン

が打てているということですよね。お医者さんも同じですけれども、そうすると逆に言うと、介護サ
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ービスのことを考えたときに危険が伴うのは常に違う人、多種の人と接触する人はワクチンが打てて

いないというふうになるのです。介護事業者で訪問サービスだとかショートステイだとか、そういう

デイサービスだとかというようなところだけをやっていたり、または送迎をやっていつも接触してい

るところは、まだワクチンを打つ対象になっていないという話というふうに認識できるのですが、そ

こで、玉村町では、その中の対象者の方で６５歳以上の方については、ワクチンの対象になって通知

が来て打てるとは思うのですが、６５歳いかない方で、そういう事務に、また仕事に従事している方

も玉村町でも多いと思うのです。そうすると、そういうところの人にまず優先的なものを、町として

は順位づけをしてコロナワクチンを打つという考えについては、いかがなのでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 議員のおっしゃるとおりで、介護施設、デイサービスの方だとかホ

ームヘルパーの方というのもやはりいつ何どき感染にさらされるかというのは分かりません。それは、

職員の方もそうだし、利用者の方もそうだと思います。同じように言えるのが、やはり学校関係者だ

とか保育園とか児童館だとかそういった関係者、児童も含めてなのですけれども、職員もであります。

それなので、最近のニュースとか新聞でも報道されていますが、県内にも優先接種を行うような市町

村が出始めています。その中で、玉村町のほうも今後検討していく必要があるのかなとは考えており

ます。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 昨日の備前島議員の一般質問の中でも、三役の方は、特に旗振って先頭に立

ってやっているので、やってもいいのではないですかという話があったのですが、私もそれは同じよ

うな考えで、私はもう少し広げて三役だけではなくて職員の方全員と、要するに仕事としていろんな

多種多様な方と接触する方については、そういうところについては、ある程度優先的にやってもいい

のではないかなと思うのです。 

 例えば町の行政機能のことを考えたときには、確かに指揮者がいなければ動かないといえば動かな

いのですけれども、指揮者がいなくても現場のほうがしっかりしていないと、現場が崩壊したらもっ

と動かなくなるので、現場の方々の接種の話だとか、さっきの介護の従事者の話は、意外に医療従事

者、介護従事者ということで光をぱっと当てたところ、陰で映らなかったところがあったという話で

すし、今度、学校だとか企業だとか保育所だとか、そういうような形、光を当てたときにもやっぱり

またさっきの介護事業者の一部の方は光が当たらなかったということが非常に感じていましたので、

今回取り上げさせていただいて、ぜひそういうところをある程度優先できるような形、特に介護事業

者の方については、まず最初に取り上げて、町としてはやるべきだと思うのですけれども、町長、い

かがでございましょうか。 



－153－ 

◇議長（三友美惠子君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 今お話聞かせていただきまして、そうだなという感じはします。それで、今

取りあえず６５歳以上高齢者にまず全力を挙げているわけですけれども、それぞれの中で、また今日

新聞で出ていましたけれども、６４歳以下はＧメッセでできるような状況だから、言ってみれば玉村

町は、高齢者に対する接種を全力でやっていくと、それでその中で７月にできる、８月に終わるかど

うかという問題は、また接種する人の何％ぐらいの人が接種するかどうかにもよると思います。そう

いう中で、今言ったような、要するにエッセンシャルワーカーといいますか、そういう優先的にやっ

ぱり打っていただいたほうがいいのではないのかという人に対する接種もどうしようかということは、

もう当然考えていく段階に来ると思います。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） ぜひ考えていただいて、実現させてもらえればありがたいなと思います。ま

た、そういうふうにしたほうが町民全体の方の安心が得られるのかなと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 それで、先ほどのボランティア等については、検討させているということで、いろんな形で予防接

種、集団接種やるときにはいろんな手が必要だと思いますので、いろんなものを活用できればいいの

ではないかなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 時間があと５分という話になりましたので、死亡届のほうについては、確かに私この間手続を取ら

せていただいたのですが、知人の方と一緒に行って、結構丁寧に対応していただきました。その中で

気がついたのは、やっぱり漸次対象者が動いていくと、確かに職員の方はどんどん、どんどん代わり

代わり連携取って来ていただいて、ありがたいことなのですけれども、お年寄りの方とかそういう方々

が対象の場合には、なかなか動くのも容易ではないなというような、私も付き添いながら思いました。

それなので、窓口の一本化という話をさせていただいたのです。 

 その中で一つ気づいたことが、ここに町でのご遺族の方へというので一覧表を手渡していただいて、

これでチェックしながらやっていくのですが、これもう少し見やすくしてくれないかなというのが一

つと、これの中で、ほとんど役場の中で終わるのですけれども、水道料の名義変更とか口座の変更と

か、その場合はどこに行くかというと水道庁舎なのです。私、その方と一緒に水道庁舎へ行ったので

すけれども、入り口が変わってしまいまして、入り口に標識がなくて、迷ってぐるぐる回ってやっと

入っていったという状況もあったので、水道庁舎は標識はあれなのですけれども、そこでやったのは、

要するに所有権が変わった場合の名義の変更の話と、あとは振込だとかの納付書の手続の話、それが

最初にできるのですけれども、それは一つの紙に書いて出せば済む内容のものなのです。そうすると、

わざわざ水道庁舎まで行くのではなくて、例えば窓口の一番最初が住民課ですから、住民課のところ
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にでも、水道料のあれについてはこういうのでこれを出すのですよというので手渡ししてもらって、

それは健康福祉課が一番量が多いから健康福祉課、どこでもいいのですけれども、そういうような形

のものをしたらいいのではないかなと思いましたけれども、わざわざ終わった後、またその方を連れ

て水道庁舎まで行ってきました。そういうのを窓口が１個になれば、動くこともしないでいいですし、

１つの部屋があればいいのかなと、そういうふうな思いでこの間庁舎のところを１階を眺めてみたと

きに、ほかの庁舎と比べると玉村町の特に１階のところは、住民の方がゆったり行き来できるスペー

スはないな、また待機したり何かすると、またいろんな形で相談を受ける場所もなかなかないのだな

というのを感じたのです。 

 例えば１階だけでも、北側にはすばらしい公園がありますけれども、例えばそこのところに３室ぐ

らいスペースができれば、そういう１階の窓口で相談の窓口ができたり、今度は町長が契約していた

だいた行政書士の方との協力なんかでも、例えば週何日、何回は、この第１水曜日とかなんとかにつ

いては、行政書士の方が来て無料相談を行えるのですよとか、伊勢崎市なんかはそういうのが、例え

ば税理士さんだとかそういうのをやっていますので、そういうような部屋があったらば、また住民サ

ービスにもつながるし、窓口の一元化もできるかなということを感じたのです。まずは、水道料のや

つを庁舎内でやっていただくことと、そういう方向も必要ではないかなと思うのですけれども、いか

がでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 例えば水道課の職員を本庁舎、この庁舎の中に置いて説明するのもいいでし

ょうけれども、それほど難しい内容でなければ、どこの課でも一緒にこれもやってくださいよという

形にすれば、水道課へ行く手間をゼロにするのか、多くても１回で済むというようなことで済むので

あれば、そういった方向にやるのが行政のサービス向上ではないのかなと、そんな思いがします。と

にかく住民のための行政サービスだということを念頭に置いて、いろいろ検討していきたいと思いま

す。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） ぜひ検討をお願いいたします。 

 部屋を造るのはなかなか、そのことは触れなかったのですけれども、厳しいとは思いますけれども、

でもいずれにしても必要になってくるのかなというふうに思いますので、ご検討をいただければなと

思います。 

 あと、補助金の改善の話については、広域化のこととかそういうふうに考えたときには、伊勢崎市

に行けばただで済むぐらいまでは何とかならないのかなというのが正直な、あと１万円上げてという

のが正直な話ですが、財政的にはなかなかあれなのだと思いますが、でもこれも住民サービスの一環
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とかいろんな形でなると思いますので、ぜひ検討していただければなと思います。 

 いずれにしても、玉村町の行政の方々の努力をしていただいて、スムーズにコロナワクチンの接種

のことについても、いろんな形の住民サービスの向上についても、防災のその対応についても周知徹

底等も一生懸命努力していただいて頑張っていただければなと思います。 

 以上で質問を終わります。 

◇議長（三友美惠子君） 休憩いたします。１０時１５分に再開いたします。 

   午前 ９時５９分休憩 

                                         

   午前１０時１５分再開 

◇議長（三友美惠子君） 再開します。 

                                         

◇議長（三友美惠子君） 次に、１番小林一幸議員の発言を許します。 

              〔１番 小林一幸君登壇〕 

◇１番（小林一幸君） 議席番号１番小林一幸でございます。議長のお許しをいただきましたので、

通告書に従い一般質問をさせていただきます。 

 お忙しい中、傍聴に来ていただきました皆さん、本当にありがとうございます。本日というか、こ

の定例会で最後の一般質問をさせていただく機会をいただきまして、本当にありがとうございます。

今まで諸先輩方の一般質問をいろいろ聞かせていただきまして、いつも言われるのは早口になるな、

おまえの質問は長いといろいろ言われますけれども、本日もしっかりと取り組ませていただければと

思います。 

 本当にコロナウイルスの中で、今町民の皆様は本当に大変な思いをされている、事業所の皆様も、

そして町民の皆様も本当にいろいろな部分を我慢し生活をしているという現状の中で、本当に町当局

は一生懸命頑張って町民を守っていただくためにというふうに取り組んでいただいていると思ってお

ります。 

 いつも私が言うのですけれども、前回の議会でもお話ししましたけれども、東日本大震災からもう

１０年、そして雲仙普賢岳の大火砕流からもちょうど３０年、１９９１年ですからたっているという

ような現状があります。そういった暗い話題もありますけれども、昨日ふっと思いましたらば、６月

２日でローズの日なので、玉村町のマスコットキャラクター「たまたん」の誕生日でもありました。

そんな明るい話題というか、そんなところもありまして、いつも「たまたん」に癒やされている私も

いますけれども、そういった状況の中で、本当に町民の皆様のために、私もいろいろ日頃お話をさせ

ていただいているというような状況もあるわけですけれども、それとなおかつコロナウイルスのワク

チン接種も始まっております。そういった中で、医療従事者、福祉従事者、本当に皆さんに頑張って

いただいているというのは日に日に感じておるところでございます。そういった中で、皆さんの思い
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を胸にしっかりと一般質問をさせていただければと思います。 

 それでは、一般質問させていただきます。まず１番、新型コロナウイルスワクチン接種及び町の方

針についてお伺いいたします。新型コロナウイルス感染は減ることなく、群馬県でも警戒度４となり、

県内１０市町でまん延防止等重点措置というのが出まして、玉村町も対象地域になっています。この

状況の中で町としての取組について伺います。 

 １番です。コロナワクチン接種について、現在の状況について伺います。これは、多分たくさんの

方からご質問を受けていると思いますけれども、改めてお伺いをさせていただきます。 

 ２番目です。住民の生活と暮らしを守ると、いつも町長お話をされている中で、現在の状況になっ

ても、私が何回かもうしつこくお話をさせていただいておりますけれども、町の方針、細かな方針と

いうのが全く示されないという現状があります。その理由、どうして示されないのかという部分をお

伺いいたします。 

 ２番目です。生活支援体制整備事業についてお伺いいたします。生活支援体制整備事業について、

当町でも本当に積極的に取り組んでおるというふうに思いますけれども、その中での協議体及び生活

支援コーディネーター（ＳＣ）についてお伺いをいたします。 

 １番、スマイル玉村、第１層の協議体ですが、今の会議の開催状況、そして進捗状況についてお伺

いをいたします。 

 ２番目です。地域支え合いネットワーク会議、これが第２層の協議体になりますけれども、その会

議の開催状況及び進捗状況についてお伺いをいたします。 

 ３番目、生活支援コーディネーター（ＳＣ）の役割と機能、そして現在の活動の状況についてお伺

いをいたします。 

 大きな３番目です。ヤングケアラーについてお伺いいたします。家事や家族の世話など本来大人が

担うと想定されていることを日常的に行っている１８歳未満の子供たち、ヤングケアラーについて、

町の取り組み状況等についてお伺いをいたします。 

 １番です。昨年報道された中で、玉村町ではヤングケアラーはいないというようなことでありまし

たけれども、この状況についてどのように実際把握した結果なのか、そして現在の把握状況について

お伺いをいたします。 

 ２番目です。町としてこのヤングケアラーに対しての取り組み状況、いろいろ難しい問題もあると

思いますけれども、この取り組み状況についてお伺いをいたします。 

 以上、１回目の質問とさせていただきます。 

◇議長（三友美惠子君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） それでは、最後の一般質問ということになりました。小林一幸議員のご質問

にお答えいたします。 
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 初めに、新型コロナウイルスワクチン接種及び町の方針についてお答えいたします。まず、コロナ

ワクチン接種の現在の状況につきましては、現在、医療従事者や高齢者施設接種、６５歳以上の高齢

者を優先に同時に接種が進んでおりますが、最初は町に供給されるワクチンの量も限定されている中、

医療機関の接種体制や医療体制が逼迫しないよう、まずは８５歳以上の方々へ通知を発送し、順次対

象年齢を下げ、調整しながら進めております。引き続き、医療機関とも情報を共有し、ワクチンの配

送や予診、接種などの業務ペースが今後向上していくと考えており、接種率の向上により感染拡大防

止にもつながると考えております。 

 次に、住民の生活と暮らしを守ると言っている中、現在の状況になっても、町の方針が全く示され

ていないのではないかとのご質問にお答えいたします。３月の議会でも答弁させていただきましたが、

私の方針は、何度もお話ししておりますが、新型コロナウイルスの感染拡大防止、町内経済への支援、

そして言われなき誹謗中傷を防止することであります。その上で、感染拡大防止や経済対策など様々

な課題に対して、町長のメッセージを町民に向けて発信しております。 

 具体的な取組としては、ゴールデンウイーク前に新型コロナウイルスワクチン接種に向けて、クー

ポン券の配布方法や変異型ウイルスによる感染拡大への懸念、感染拡大防止策、連休の過ごし方につ

いて町民の皆様へ注意していいただきたいため、町長メッセージを町ホームページへ掲載するととも

に、メルたまにて情報発信しております。町長メッセージについては、機会を見て最新のメッセージ

に更新しております。広報でも新型コロナウイルス感染症関連情報をまとめて、町民の皆様に内容が

分かりやすいよう掲載しております。毎戸配布されるような各種タウン誌も活用するなど、多くの手

段で新型コロナウイルス感染症関連情報を発信しており、最近では群馬テレビやラヂオななみに出演

し、情報発信を行いました。また、令和２年１２月には、医療従事者や福祉事業従事者への町長感謝

メッセージをつけて、町内の医療機関、福祉事務所へマスクを配布いたしました。 

 さらに、昨年末には、不動産会社のご協力も得て、外国人が多く住んでいるアパート等に、ベトナ

ム語やタガログ語などの多言語で記載した新型コロナにかかる危険が高い５つの場面を町職員が各戸

配布いたしました。 

 また、群馬県では、有料老人ホームやサービス付高齢者向け住宅などでクラスターが発生するケー

スが見られるため、令和３年２月に県職員と一緒に注意喚起を行い、私も同行しました。町といたし

ましては、できる限り町民の皆様が新型コロナウイルス感染症にかからない、そしてもしかかった場

合でも感染を拡大させないという方針に基づき、今後も様々な取組について、あらゆる伝達手段を用

いて発信してまいります。 

 次に、生活支援体制整備事業についてお答えします。既に議員もご承知のことと思いますが、少子

高齢化の進行により、高齢者人口や独り暮らし高齢者、日常的に支援が必要な高齢者の増加が予測さ

れることから、高齢者の誰もが住み慣れた地域で可能な限り自分らしい暮らしが継続できるような、

地域包括ケアシステムの構築が全国的に進められております。 
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 玉村町においても、互助を中心とした地域づくりを住民が主体となって進めるため、助け合い活動

をともにつくり、充実させていく組織であるスマイル玉村、これは第１層協議体です。が平成２８年

２月に発足しました。協議体は、地域住民や各団体の代表者などが主体となり、住民相互の支え合い

や現在行っている取組である居場所や筋トレ、支え合い活動である見守りや声かけなどについての情

報を共有し、将来に向けて自分たちの地域をどのようにしていきたいかなどを話し合い、その地域な

らではの支え合いの仕組みを考えていく組織です。 

 これまでも居場所づくり、移動、食事、担い手づくりをテーマとして取り組んでまいりましたが、

昨年度はコロナ禍ではありますが、５回ほど会議を開催し、防災、コロナ対応について知識を深め、

地域でできることについて議論を重ねてまいりました。 

 今年度も群馬県社会経済活動再開に向けたガイドライン、この改定版の警戒度が４になる前に、第

１層協議体は１度開催され、第２層協議体でも話し合われている見守り活動について、全町的に活動

できる仕組みづくりや第２層協議体のバックアップ体制等についての議論を進めているところであり

ます。 

 第１層協議体は、町全体を一つの区域として協議・検討を重ねる役割がありますが、第２層協議体

に対するいわゆるトップダウン的な存在ではなく、それぞれの第２層協議体の圏域にある地域課題や

ニーズ、対応法などを情報共有し、その情報を他の第２層協議体に情報提供するなど、横断的な支援

を実施し、それを踏まえて第２層協議体と連携を図り、町全体としての取組を考える機能を持ちます。 

 次に、地域支え合いネットワーク会議、この第２層協議体は、平成３１年２月に設置され、身近な

地域で、地域に密着した支え合いの活動の充実を担っていただくための話合いの場であります。各小

学校区単位で、さらなる支え合いの地域づくりに向けた取組を進めており、昨年度はコロナ禍ではあ

りますが、会議の開催については、玉村小区５回、芝根小区４回、中央小区４回、南小区４回、上陽

小区は開催なしでございました。こちらについても、今年度は群馬県社会経済活動再開に向けたガイ

ドライン、この改定版です。の警戒度が４になる前に、各小学校区とも１度会議を開催しました。 

 第２層協議体につきましては、月１回程度の話合いを重ねながら、まずは自分たちでできる活動を

実践してみたり、地域における活動を知ってもらうための回覧チラシを作成したり、その地域の特徴

に合わせて一歩一歩の取組を進めてまいりました。 

 現在の具体的な取組事例といたしましては、玉村小区においては、既に見守りや声かけをしてほし

い人のアンケートを行いましたので、見守りをしてくれるボランティアさんに見守りや個人情報につ

いての勉強会を行い、地域の見守り活動を進めております。中央小区では、自分たちの健康のために

介護予防を兼ねてウオーキングをしながら見守り活動を行い、見守り活動を地域の方々に周知するた

めのパンフレットの作成を検討しています。南小区では、高齢者に限らず、小学生の登下校の見守り

活動を通して、ウオーキングをしながら自身の健康づくりや地域のつながり・交流、地域づくりを水

辺の森公園等地域の環境資源を生かしたものにしようと議論を重ねております。上陽小区では、朝市
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や上陽地区を流れる藤川のクリーン作戦を通じて、地域での支え合い活動の基盤つくりの話合いをし

ております。芝根小区では、乗り合いタクシー「たまりん」の運行を見直し、タクシー券を併用する

ことで、免許のない高齢者が町内の買物や外出が便利になるのではないかと話し合い、研究を行って

おります。冒頭でもお答えしましたが、各小学校においても互助を中心とした地域づくりを住民が主

体となって、それぞれの地域性に応じた課題について取組を行っております。 

 次に、生活支援コーディネーターの役割と機能、現在の活動状況についてお答えいたします。生活

支援コーディネーターとは別名地域支え合い推進員と表されているように、地域にある様々な活動や

支え合いを発掘し、発信する役割があります。 

 コーディネーターは、地域支え合い活動と協議体の活性化の要であり、協議体と協働しながら積極

的に地域に入り、人々の暮らしの中にある様々な知恵や工夫・技を見つけ出して、それらを意味づけ

て、住民にその意義を意識してもらったり、周囲に見える化したりすることが責務となっております。 

 コーディネーターについては、就任当時から国が示したガイドラインにもありますように、生活支

援の担い手の養成、サービスの開発、開発関係者のネットワーク化、ニーズとサービスのマッチング

を念頭に置き、日々活動していただいております。 

 最後に、この第１層協議体及び第２層協議体の活動は、住民の皆さんの支え合いに対する気持ちで

動く活動ですので、ある程度の時間はかかるものと思われます。今後、これらの活動が充実すること

により、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して生活できるような体制づくりの構築につながる

ことと思われますので、長期的にご支援いただければと考えております。 

 次に、ヤングケアラーについてお答えいたします。ここ数年の中で８０５０問題というものが広く

認識されるようになってきましたが、現在、急速に新聞報道等でよく目にするようになってきたもの

がヤングケアラー問題でございます。 

 小林議員のご指摘のとおり、ヤングケアラーとは、家庭内の子供、若者が家族の介護や家事を主に

担っており、勉強の時間が削られるなど、健全な育成を妨げられている状態のことです。このヤング

ケアラー問題につきましては、令和２年の１０月に上毛新聞社からのアンケートがあり、玉村町要保

護児童対策地域協議会の事務局である子ども育成課から、玉村町の要保護児童の中でヤングケアラー

だと思われる子はいないと回答しております。 

 その後、令和３年１月になりまして、三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社が、厚生労

働省の補助金を活用して実施したヤングケアラーの実態に関する全国調査を行いました。この全国調

査につきましては、要対協へのアンケートのほか、中学校と高等学校への調査も行われましたが、対

象校は無作為抽出で１，４４４校という中で、玉村町は１校も調査には当たりませんでした。 

 そのような状況の中での玉村町としての取組ですが、もしヤングケアラー状態が心配されるケース

が見つかった場合や、その当事者から相談があった場合は、関係課である子ども育成課、学校教育課、

健康福祉課の担当者間で速やかに情報共有ができるよう、協議済みでございます。 
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 重要なのは早期発見でございますので、学校等においても注意して見ていくことや、児童相談所な

どの専門機関とも連携を密にし対応してまいります。教育委員会におけるヤングケアラーについての

対応は、教育長からお答えいたします。 

◇議長（三友美惠子君） 教育長。 

              〔教育長 角田博之君登壇〕 

◇教育長（角田博之君） 学校は、子供が多くの時間を過ごす場であり、欠席や遅刻が多い、忘れ物

が多い、意欲がないなど子供のサインを確認しやすい場です。また、子供にとって先生という相談で

きる身近な大人がいる場でもあります。そこで、まず教職員へヤングケアラーの概念について周知し、

理解促進を図ります。その上で、教職員が日常的な観察により子供の様子の変化を捉え、面談や家庭

訪問をしたり、各校に配置しているスクールカウンセラーと連携したりして、子供の状況を共有し、

ヤングケアラーの早期発見、把握につなげていきたいと考えております。 

 さらに、状況によってケース会議を実施し、スクールソーシャルワーカーや福祉サービス、関連機

関等の必要な支援につなげることで、子供が安心して学校生活が送れるよう適切な対応をしてまいり

ます。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） 第２質問より自席より行わせていただきます。ご丁寧なご説明をいただきま

して、ありがとうございます。 

 まず１点目、新型コロナウイルスワクチン接種、町の方針ということでお話をさせていただきたい

と思いますが、ワクチンの接種についての現状というのは、今までほかの議員さんからもお話があり

ましたように、今の進捗状況というのはお伺いはできたわけですけれども、現在、高齢者の方の接種

が始まっているわけですが、今日現在でもいいのですけれども、もう一度確認なのですが、今のとこ

ろ６５歳以上の方の玉村町にいらっしゃる方の数と、それから今現在接種が済んでいる方の数をもう

一度教えていただければと思います。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） ６５歳以上の方なのですけれども、９，９３７人おります。その方

たちに向けて接種券のほうを順次発送している状況です。 

 １回目の接種が終わった方につきましては、６月１日現在なのですけれども、１，７２９人になり

ます。約１７．３％。２回目の接種が終了した方が１５０名となっております。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） いろんな議員さんからもご質問あったかと思うのですが、このペースで行く
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と、本当に７月末というのがちょっと厳しいのかなという部分があって、町長からもお話ありました

けれども、各医療機関のほうにご依頼へ行きながら、いろんな形で多分協力してほしいというような

形でお願いをして、医療機関によってはその枠数を増やしたりとか、そんなような形で対応してくれ

るというような対応があると伺っておるのですが、たしか１６ある医療機関で１３は訪問して、ちょ

っと集団接種のこともありますけれども、お願いしに行ったということですけれども、行ったときに

その医療機関ごとに多分接種をするときにいろいろな課題とか、今こういうことで困っているのだと

か、そういうことというような課題というのは聞いてきましたでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） やはり医療機関に訪問して一番心配されているのが、このままのペ

ースで６５歳以上が終わるのかということを気にされているドクターがいらっしゃいました。 

 あとは、小児科のお医者さんなのですけれども、接種の対象年齢が１６歳から１２歳に引き下がっ

たということで、その部分についても、このままの体制でいけるかというのが不安な状況というのは

伺っております。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） やっぱりその辺の不安もあるでしょうし、その辺の不安は接種に来た方から

も多分いろいろな形で、これで大丈夫なのかとかいうお話も聞いている状況もありますし、あと医療

機関も通常業務をしながらの接種の体制をつくってというような形になりますので、そうするとそれ

だけのスタッフが結構負担がかかってきているという部分もありますし、打つのは多分二、三秒でぽ

んと打ててしまうので終わってしまうのですけれども、それをするまでの準備、いわゆる事前にちゃ

んと薬剤を詰める。それから、来ていただいた方のいわゆるそのルート、動線をちゃんとしっかり確

保する、待機場所を決める、そういったところでやっぱり大変な部分というのをちょっと伺っている

ところもありますし、逆にそのときに、ちょっとこれ誹謗中傷になってしまうかもしれないのですけ

れども、患者さんからもちろん、こういうふうに打ててよかったねというような意見も聞いているの

ですけれども、それ以外のところでちょっと心配なところが、スタッフからちょっと聞いたのですけ

れども、「これ１本打つとおまえら幾らもらえるんだ」とか、「これすると病院がもうかるんだろう」

とか、そんなことを言われてしまったというような方もいたりとか、あとはその場所にも限りがある

ので、例えば移動する距離が少し長くなってしまうというような現状があると、「こんなに動かして

どうするんだ」とか、そういったようなことも言われているというようなところもあります。 

 あと、接種のご予約のお電話なのですけれども、やっぱり電話がつながりにくいというのもあって、

やっとつながったというと、そのやっとつながったスタッフに何でこんなにつながらないのだって言

って怒っている。それは、それなりに対応はするのですけれども、そういったところでの逆に言うと
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メンタル面というのもちょっと大変な部分が出てきてしまうのかなと思うのですけれども、その辺の

把握というのはされていますか。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 今は、約１，０００通ぐらいのクーポン券の発送に切り替えている

のですけれども、１度、１，７００通ぐらいを一気に送ったときがありまして、そのときには何か所

かの医療機関のほうから、やはり次の日ですか、次の日とかその次の日、電話がすごい鳴りやまない

とか、そういうちょっとお叱り気味なお電話をいただきました。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） そういった現状もあるので、できれば接種しているときに、町のスタッフに

実際見に行っていただいて、現状はこうなのだというのを把握していただくということをしていただ

くと、町長がおっしゃったこれからの集団接種に向けて、私も前回の一般質問でもさせてもらったの

ですけれども、集団接種をするということはそれなりのシミュレーションをしていかないと、人の流

れとか絶対間違いが起きる可能性というのがあるので、そこを細心の注意を払っていかないといけな

い。それであれば、今接種をしている医療機関の中でどういうことで流れが大変なのか、どういうと

ころで困っているのかという部分が分かると思うのですけれども、その辺でちょっと、例えば訪問し

て実際にその状況を見るというようなお考えというのはありますか。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 実際訪問してお聞きするかというのはあれなのですけれども、昨日

なのですけれども、町内のお医者さんのほうから、もし集団接種をやるのであれば、こういう対応を

したほうがいいよとかというアドバイスはいただいております。あとは、実際に先ほどのお話でもあ

ったとおり、今後、集団接種を先行してやっている県だとか前橋市だとかというところに行きながら、

本当にそのお医者さんがどういう形でスムーズに打てるかというのを検討しながら、一番スムーズな

やり方を検証していきたいなとは考えております。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） ほかのところも、太田市でも始まっています。それから、今度前橋市、高崎

市というところでもあるので、そういったところもしっかりと検討、でもずっと検討していると時間

が終わってしまうので、早めにその辺の対応を協議をしていただいて、準備をしていく、もし７月に

やるのであれば、結構もうタイトな時間にはなってくるかと思いますので、その辺のシミュレーショ

ンはぜひしっかりと行っていただきたいと思いますので、それをしっかりやることによって、６５歳
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以上の方の接種はもちろんですけれども、６４歳以下の方の接種というのも進むのではないかなとい

うふうに思っていますので、お願いいたします。 

 それからあと、石内議員からもお話ありましたけれども、施設系の方は今接種が終わっているので

すけれども、訪問系です。例えば先ほども言いました通所、通ってくる、例えば通所系のデイサービ

スとかデイケアとかもそうなのですけれども、あとヘルパーさんとか、あとケアマネジャーさんもそ

うなのです。１人でやっぱり訪問しなければならないというところでの不安というのはやっぱりある。

そういうところもある。それで、自分たちがかかってはいけない、自分たちがうつしてはいけないと

いうところもすごくやっぱり再三再四考えているので、その辺については石内議員のところでもお話

ありましたけれども、本当に前向きに早めにご検討いただきたいというところ、優先接種です。そう

いったところをある程度の部分でしていただく、そのためにも先ほど言った集団接種というのは本当

に有効なところかなとも思いますし、やっぱり接種率を上げるのであれば、そういったところを考え

ていかなければなというふうに思います。 

 それから、では次、町の方針のことなのですけれども、確かに町長メッセージというのがいろいろ

発信されて、町長はいつも一貫して同じ形でのご意見というかメッセージを述べられているのですけ

れども、たしか５月１６日のまん延防止等重点措置があったときには、町長メッセージが発信されて

いないと思うのです。伊勢崎市を見ると、伊勢崎市のほうは市長さんがしっかりとその蔓延防止のと

きに方針、こういう形でというメッセージを発信をしておるのですけれども、今回のまん延防止等重

点措置がなされたときに、町長メッセージが出なかったのは何か理由があるのでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 町の方針は変わっていませんから、結局、感染拡大防止、それから町内で非

常に打撃を受けている経済への支援、それから誹謗中傷、差別は許さないという中でのことなので、

そのときはメッセージは出さなかったかもしれないけれども、そのことによって町が方針を出さなか

ったというわけではないと思います。これは、あれですよね、見ようとしなければ見えないし、聞こ

うとしなければ聞けないというそういうところもあるので、私どもはもうずっと去年の感染から今ま

でそれなりの対応を全力でしてきたつもりで、今後もそうするつもりです。特に、もうここまで長く

なると、本当にもう、言ってみれば、最後の力勝負のときかなという感じで動いていかなければなら

ないのかなという思いでありますので、その辺は理解していただきたいと思います。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） 理解はしております。ただ、県の方針だけではなくて、町がこういう形で県

の方針に従って、町としてもこういう形でやっているのだよ、蔓延防止になりましたから皆さんこう

いう形で協力をしてくださいというようなメッセージというのは、私はあってもよかったのではない
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のかなというふうに思いましたので、まだこれで収束してくるか、収束してくればいいとは思うので

すけれども、そういったところを本当に町の方にしっかりとメッセージという形で何回でも、例えば

フェーズ、状況が違えば出してもいいと思うので、そういった形で出して、町としてはこういう形で

町の方を本当に守っているのだということをしっかりとメッセージ出していただければと思います。 

 時間もありませんので、次の２番の生活支援体制整備事業についてお伺いをいたします。まず、ス

マイル玉村、第１層の協議体ですけれども、平成２８年の２月に協議体ができた。私も本当にそのと

きはちょうど委員として参画をさせていただいて、様々なお話をさせていただいて、いろいろな形で

進んでいて、たしか平成２８年２月のときには、健康福祉課長も担当でいまして、すごく会議も結構

議論を重ねながらしていたというところと、あのときはたしか先駆的、ほかのところよりも玉村町の

進み方というのはすごく速くしていて、いつも会議のときに必ずどこかの市町村の方が見学に来てい

たというような状況があったのですけれども、そこからもうはや何年かたっていますけれども、何か

ここのところその活動状況があまり見えないというか、こういうコロナ禍ですからなかなか大変なと

ころもあると思うのですけれども、そういった中でもこの協議体が担うべき役割というのはすごく多

くあるのではないのかなと、こういうときだからこそ協議体の中で、例えば第１層の協議体の多分目

的というか観点では、一つの目的としては、その地域の社会資源の開発だったりとか発掘だったりと

か、地域の中でどういうサービスがあるのか、どういったところがあるのかというのを協議体の中で

見つける、またその地域になければ開発をしていくというところが第１層の役目だったと思うのです。

そういった部分について、今できているのかどうかという部分をちょっとお伺いします。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えします。 

 私も２８年当時、担当の係長として第１層の協議体のほうの事務のほうをさせていただいていて、

本当にこれから先、今現在も２６％の高齢化率で、４人に１人がもう６５歳以上という状況ですので、

玉村町も今後ますます高齢化率は上がっていきます。それに伴って、７５歳以上からの本当に要介護

だとか介護が必要になってくる方が増える年代層もどんどん増えてくると思います。そのときにはな

るべく健康でいられるか。あとは地域で見守ることができるか、そういったことがすごい重要になっ

てくるということで、今回の協議体をつくって、生活体制整備事業ということで始めたわけです。 

 実際に、この生活体制整備事業なのですけれども、やはり第１層も第２層も住民が自ら考えて、自

らが１０年後、２０年後の自分の地域のイメージを持っていただいて、初めてそこでこの地域にはど

ういったものが必要かというのを自分で考えていただいて、それを徐々に形にしていくというのが重

要なことだと思っています。それで、実際に居場所づくりとかもその２８年から始めていて、もう

２６か所できている状況になっております。それなので、協議体、１層、２層ができて、なかなか進

んでいない部分もあるかもしれないのですけれども、やはり住民が話し合う中での助け合いを生んで
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いくという作業になりますので、なかなか思うようにはいかないのかなというところもあったりしま

すので、時間もかかるのかなと思いますけれども、着実に作業というか、地域の課題等の把握とかは

努めていただいているのかなというふうに感じております。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） なかなかやっぱり地域の方をという形になりますから、地域の方にどういう

形でその地域のことを考えていただくとか、今の状況というか、こうなる前もなかなか地域の希薄化

というのができてきて、隣の方が誰か分からないとか、特にアパートとかに住んでいる方は本当に分

からないような現状というのもあったりもしますので、そういった部分も踏まえてだんだんとやっぱ

り進めていただく、あとはその地域差です。先ほど小学校区でいろいろな活動をされて、２層にもち

ょっとかかってきてしまうのですけれども、地域の中で様々な活動をされているという中でも、例え

ばちょっと格差ではないのですけれども、いろんな温度差があってなかなか進まないとか、そういっ

たところもあると思うのですけれども、そういったところを調整していくのがコーディネーターさん

になるのかなとは思うのですけれども、そういったときにそのコーディネーターさんが集まって、で

はうちの地域はこうなのだというような話合いはされているとかというのはありますか。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 先日、４月２１日なのですけれども、１層の協議体のほうに参加さ

せていただきました。その際に、もちろんコーディネーターの方も参加していただいて、各第２層の

活動状況等の報告とかあって、やはりそこでいろんな情報が出ますので、その情報を基に自分のとこ

ろで見習いたいなという場所があれば、その情報をまた包括のほうが第２層の協議体に持っていって

説明するような形になると思います。そんな形で、もちろん包括支援センター、生活支援コーディネ

ーターも連携しながら、いろいろな活動を幅広く、いいものは広げていこうという活動を進めている

ものと考えております。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） そんな形でしていただくということと、やっぱりこのコロナ禍になってしま

ってなかなか活動が進まないとか、コロナ禍の中でどういうふうにしたらいいのだというのを悩みに

悩んでなかなか地域の中で活動できないということもあるかもしれませんから、そういうのはほかの

地域も含めていろいろな情報を集めて、こういったことあるのではないですかというような、先ほど

のような情報交換をしながらやるということが、その部分が見えていなかったけれども、うちの部分

ではこれができるかもしれないというのもあれば、率先してちょっとやっていただくということで進

めていただければと思います。 
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 本当にこういう状況になったのでなかなか活動がしづらくて、またひきこもりになってしまったり

とかなかなか見えないというような状況というのがすごく出てきていると思いますので、そういった

ところを今だからこそ少し研究ではないのですけれども、アウトリーチかけながら、この形どうなの

だろうというのは、しっかりと取り組んでいただければなというふうに思います。 

 最後の生活支援コーディネーターの役割ですけれども、いろんな形でサービス開発、コーディネー

ト、マッチングと、本当に一番大切な地域をうまくコーディネートしていくというのは本当に大切だ

とは思うのですけれども、その方々の今の状況も先ほど伺いましたので、そういったところで地域を

しっかり、また地域の中で、自分たちの中にいると自分たちの地域が見えなかったりするときもある

のです。そうすると、外から見ると、この部分がというのが見えるとすると、そういった部分をコー

ディネーターがまた調整を取る。それから、アウトリーチをかける、マッチングしていくというとこ

ろというのはやっぱり大切だと思いますので、その辺は今だからできることというのもあると思いま

すので、ちょっと進めていただければと思います。ありがとうございます。 

 続きまして、最後になりますが、ヤングケアラーということでお話をさせていただければと思いま

す。細かくお話ありましたように、ヤングケアラーというところがここのところ本当にメディアでも

取り上げられるようになってきたというような現状です。そういったところで、昨年の上毛新聞の記

事をちょっと読ませていただいたときには、玉村町では、ヤングケアラーだと思われる子供はいない

ということでのご回答だったというところでお話ありましたけれども、その情報を得たのが玉村町要

保護児童対策地域協議会というところだと思うのですけれども、その協議会の役割というか、そこの

所属の方はどういう方が所属をしていて、どういうお話合いがされて、どういう把握がされたのかと

いう部分をお伺いいたします。 

◇議長（三友美惠子君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 中野利宏君発言〕 

◇子ども育成課長（中野利宏君） お答えいたします。 

 要保護児童対策地域協議会の役割だったり、あるいはその構成のメンバーということなのですけれ

ども、まず代表者会議と、それから実務者会議、それからケース検討会議と３種類ございます。まず、

構成メンバーなのですが、代表者といたしましては伊勢崎警察署、それから中央児童相談所、女性相

談所、伊勢崎福祉事務所、法務局あるいは教育長、学校長の代表者、保育所の代表者、あるいは医師

会の医師、歯科医師会の医師、玉村町社会福祉協議会の会長などが代表者に連ねておりまして、また

実務者会議では、担当する職員などがその会議の中に出席をしております。また、ケース検討会議に

なりますと、本当に担当者は狭まってくるのですが、そのサービスに直結するようなところで働いて

いるような方々、そういった方々が集まって、どういう支援をしていったらいいかというのを検討し

ているような場となっています。 

 要対協と略して呼んでいるのですが、こちらは、例えば保護者、親がいない児童ですとか、あるい
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はその保護者が監護することが不適当と思われるような児童、そういった子供さん方を支援、見守っ

ていくというそういうような場でございまして、虐待のほかにも、例えば児童の非行とか、そういっ

たものもその会議の中で話し合われている、情報交換がされているというような場でございます。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） このヤングケアラーの把握というのがなかなか難しいというふうに思ってい

ます。先ほどご回答の中に、関係課である子ども育成課、学校教育課、健康福祉課の担当者間で情報

共有できるようにという形でしていただいているという形をお伺いしたのですが、どういった形で情

報共有しているのか、またはその情報共有の中で、例えばそこで学校の中でこの子はというところを

発見するのか、またそういう、まず発見の場というか、やっぱりその把握の場というところで一番思

うのは、教育長からも先ほどお話ありましたように、学校の場というのがやっぱり一番生徒たちのこ

ととかを分かっているのではないかなと思うのですけれども、その辺の日常、把握をする目というか、

やっぱり把握をするというのはなかなか大変なところだとは思うのですが、そういったところで見つ

ける工夫、工夫というか、どうしたらその発見につながるのか、それでもし発見したときにどういう

形でサポートしていくのかという部分をちょっと学校教育課長に伺います。 

◇議長（三友美惠子君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 根岸真早子君発言〕 

◇学校教育課長（根岸真早子君） お答えいたします。 

 先ほどの教育長からの答弁にもありましたように、学校において子供が悩みを持っているときに一

番相談しやすいのは、先生という立場の教職員であります。そういった中で、子供たちの様子の変化

を教職員側から変化を捉えていくことも非常に大事ですけれども、子供たちの相談の中で学校生活に

大きな支障があるほどの家事ですとか介護の負荷がかかっているという子供たちについては、今はっ

きり把握というのはないものの、家族が病気ですとか精神疾患を抱えているとか、そういった家庭の

子供たちは少なからずとも不安、悩みを抱えております。そういった悩みを打ち明けてくれる、子供

に寄り添ってその相談に乗ってスクールカウンセラーにつないだりですとか、さらには養護教諭です

とか相談体制を構築する中で、子供たちの支援をしているところであります。 

 さらに、把握という部分につきましては、毎月、いじめのことも踏まえたアンケートを全校で実施

しております。そういったアンケートの中に、今回お話いただいたヤングケアラーについての特性で

すとか、そういった視点を踏まえたアンケートの工夫、子供自身もまだヤングケアラーという認知に

ついては非常に難しい部分がありますので、教職員も子供もそういったヤングケアラーについての理

解ですか、そういったところを促進しながら、そのアンケート調査によってなるべく早期発見につな

げていきたいなというふうに考えております。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 
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              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） 課長おっしゃったように、なかなか把握という部分は難しいのが現状で、例

えば外から見ていると、子供さん、この子そうかなと思いながら、でも当事者としては、特にそのヤ

ングケアラーとしての認識がないというか、そういったことに例えばやりがいがあったりとか、家族

を支えていると、家族という単位の中で考えるという形になると、やっぱり問題意識という形で本人

が考えていなくて、特に支援をしてもらうことはないので、自分から発信することはないよというよ

うな方もいらっしゃると思います。ただ、そういった方でもやっぱりどこか相談をする窓口なり、も

しいざとなったときにというどこかのよりどころというか、そういったところってやっぱり大切なと

ころかと思います。ですから、そういったところでいくと、課長おっしゃったように、やっぱり先生

が一番メインになってくるかと思います。 

 ただ、ＵＦＪの報告書も見せていただいたのですけれども、学校でのヤングケアラーの概念認識が

まだ６割ぐらいしかないのだと、そういうようなところの問題もあります。それから、やっぱりヤン

グケアラーとしての周知、認識不足というのもあるので、そういった部分を申し訳ないのですが、３課、

健康福祉課、それから子ども育成課、学校教育課にお伺いしたいと思います。 

◇議長（三友美惠子君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 中野利宏君発言〕 

◇子ども育成課長（中野利宏君） それでは、私のほうからまず先にお答えしたいと思います。 

 このヤングケアラーにつきまして、私自身も認識がまだ新しいようなところが正直ございまして、

最近の報道等見て関心を深めているところでございます。また、厚生労働省もこれからこの問題をか

なり取り上げていくということで、来年度に予算化も何か進めているというようなこともちょっと報

道等で聞いておりますので、町といたしましても対応を遅れることなく、この問題に対処していきた

いというふうに思っております。 

 このヤングケアラー、把握がちょっと難しいと今議員もご指摘がございましたとおり、やはりまず

は先生もそうですし、我々大人がまず問題であるというそういう共通認識を持つことがまず先なのか

なと思います。続きましては、やはり相談を持ちかけてもらうためには、生徒、児童自身が私ってヤ

ングケアラーなのだなと思ってもらうことが次に必要なのかなと思いますし、そういうふうに思った

ことで、誰に相談していいのかというのを分かるような、そういった形を子供さんに周知をしていく

ような形で、把握を進めていくのがいいのかなと思っております。まだ具体的には、こういう形で周

知を進めていくというところには至ってないのが正直なところでございますけれども、やはり学校等

にご協力をいただいて、まずは把握、そして私どものほうは先ほど申し上げましたその要対協という

ものを事務局として持っておりますので、難しいようなケースがあればその中に持ってきていただき

まして、先ほど申し上げました関係機関の担当者が集まっているわけですから、そういった中でどう

いったことが最善なのかというのを検討していきたいなというふうに考えております。 
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◇議長（三友美惠子君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 根岸真早子君発言〕 

◇学校教育課長（根岸真早子君） お答えいたします。 

 先ほどとも重なるところがあると思いますけれども、まずその把握の場面で非常にデリケートな部

分であります。教職員の問いかけですとか子供に話を聞くときに、子供がどういった気持ちで家族の

一員として支えているのか、またはその支えていることにすごく負担がかかっているのか、それは家

族の一員として自己有用感を持ってやっているのか、その辺をすごく大事にしながら、話を聞きなが

ら、本人は気づいていないけれども、これは子供が学校生活を送る上で過度な負担なのではないかと

いうふうに教職員が捉えた場合は、本人が希望しない場合でも、やっぱり家庭との連携ですとか学校

が把握した時点で、子ども育成課さんのほうに連携を図り、さらには福祉の部分で健康福祉課と連携

を取ったりということで、早期発見もそうですけれども、速やかに次につながるような形で、子供、

それから家庭の状況を丁寧に把握した上で、連携につなげたいというふうに考えております。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えいたします。 

 健康福祉課といたしましては、今年度、中学校で認知症サポーター養成講座というのを行います。

玉村中学校と南中学校でやる予定なのですけれども、その場で一応家族のケア、生活のことで困って

いることはありませんかということで、地域包括支援センターの窓口と、あとなんでも福祉相談、そ

ういったところの相談窓口のほうを案内として入れさせていただいて、もしさらっと、もし自分がヤ

ングケアラーかなと思った方が連絡してくれたりしていただいたらありがたいのかなというふうに考

えております。 

 あとは、先ほど言った地域包括支援センターとかもいろいろな地域の情報を集めていますので、そ

の中でもしそういうお子さまがいそうな家庭で介護しているような状況があれば、把握に努められる

のかなとも考えております。 

 以上です。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） ありがとうございます。本当に３課が担当課ということで連携を取っていた

だくというところで情報共有をしていただくというところと、なかなか見つけづらいかもしれないけ

れども、そのサインをどう見つけていくかというところと、見つけたときにはどういう形でやっぱり

そのヤングケアラーに対しての理解と、どうやったらその子供たちに寄り添った支援ができるかとい

うところは、ぜひ連携を取ってやっていただければというふうに思います。 

 ヤングケアラーの支援に向けた福祉・介護・医療・教育の連携プロジェクトチームというのがたし
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か５月１７日に報告書を出したと思います。そのときに現状と課題とか、あと今後取り組むべき施策

というところで、早期発見だったり支援策の推進だったり、社会的認知度の向上だったりというとこ

ろがあると思われますので、そういったところも本当に３課で連携をして、いろんな形で進めていた

だければありがたいというふうに思いますし、やっぱりこれはヤングケアラーだけではなくて、例え

ば地域のひきこもりとかの子供たちも、高齢者のひきこもりもそうだと思うのですけれども、困って

いる人は絶対に手を挙げられないのです。だから、そこをどういう形で見つけるかというか、ちゃん

と支えていけるかという部分というのは、今、健康福祉課の中にコミュニティソーシャルワーカーも

いますし、いろんな形でやっぱりアウトリーチをかけていく、ちょっとした変化に気づく、気づいた

ときにそれをしっかりと相談をしていく、その窓口をしっかり設けていく、そしてそこでしっかりと

支える支援体制をつくっていくというところが、やっぱり玉村町の中では必要ではないかというふう

に思っております。 

 時間もないので、町長、ぜひこのヤングケアラーのこれから町の方針ですよね。どういう形で子供

たち、やっぱり子育てするなら玉村町という形で町長も言っておられますし、子供さんがしっかりと

この中で学び、そして生活しすくすく育って、将来の玉村町を本当に築いていただきたいと思うので

すが、その辺の施策について、町長最後お願いします。 

◇議長（三友美惠子君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） ヤングケアラーに関してだけまず私の考えを言うと、例えば親の食事の世話

をしているとかという形で、それは一見親孝行だねという形で見られる一面があります。ただ、それ

で日常でそれを子供がやっていると、これが当たり前だと思ってしまうわけです。でも、それは決し

て親の手伝いすることは悪い話では全然ないので、それが過度になって子供同士のお付き合いとか勉

強とか、いろんな形に障害が出てきた場合の成長過程における様々なゆがみといいますか、それを社

会が的確に捉えて、そのアンテナをどういった形でレーダー網に引っかけていくというか、その子供、

その家庭をどんな形でケアしていくか、それは第１層、２層という協議体がありましたけれども、要

は総がかり運動だと思うのです。町と地域の総がかりでいろんな課題がある人たちと一緒に生きてい

くのだと、町はみんなで一緒に生きる場所だという観点でいく必要があるのかなと思います。 

 特にヤングケアラーの場合は、成長期の子供だからこそやっぱり丁寧に見つけてというか、それで

対応していくということが、それはいわゆる子ども育成課とか教育、それから福祉といういろんな観

点がありますけれども、そういうものを取っ払っても対応していかなければならない重要な問題だと

思っています。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） 町長おっしゃるように、ヤングケアラーだけにということではなくて、やっ
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ぱりその全体的なところを見ていくと、どういう形で子供たちをしっかりと支えていくかというとこ

ろ、ですから先ほどのプロジェクトチームの中にも、福祉・介護・医療・教育というところをしっか

りと連携をしていくというところ、連携をしながら状況把握をしていくというところを強く多分訴え

ながら、その中で、例えば介護しているのであれば介護の現場の中で、あそこのうち子供さんが何か

介護しているみたいだよねとか、そういったところも見つけやすいと思いますし、あと地域の中でも

たしかあそこのうちお父さんいなかったから、もしかしたら子供さんがこういう形で見ているのかな

とか、あそこのおうちに障害者の方がいたと思うのだけれども、どういう形でしているのかなという

のは、それは地域の中での把握をしていくというところも大切だと思いますし、そういった情報を一

つ一つ拾うというか、大切に把握をしながら、そこをどこに相談したらいいのだろうという部分を、

例えば地域の方もこういう場合はどうしたらいいのだろうという部分も多分あると思うのです。そう

いった部分を窓口として、ここにまず何かあったときにはご連絡くださいというのが総合相談窓口の

例えば地域包括支援センターだったり基幹相談支援センターだったり、健康福祉課だったり子ども育

成課だったり学校教育課だったりという様々なやっぱり窓口というのがあると思うのです。ただ、そ

こでワンストップにして、そこからみんなと協議をしてしっかり子供たちを支えていく、生活を支え

ていくというところは、これからなかなかその町の状況把握、実態把握というのは難しいと思うので

すけれども、そういった部分をぜひしっかりと把握をしていただきつつ、そしてしっかりとその家族

構成とか状況によってやっぱり負担率も、自分の中で軽く負担だと思っていて、そういう状況になっ

てなかなか言い出せないという方もいると思いますし、また逆に重いのだけれども、もうこれは私の

親だから、私の兄弟だからというところはもしかしたらあるかもしれないので、そういったところで

のどうしたらそこをサポートできるか、もう独りで抱えなくていいよというような状況をどういう形

でやっていけるかという部分を皆さんのところで考えていただく、そして町として全体でしっかりと

支えていくという体制をつくっていただければ、ありがたいかなというふうに思います。 

 ちょっといろいろまだ聞きたいところいっぱいあるのですけれども、以上で一般質問を終わりにし

たいと思います。ありがとうございました。 

                      ◇                   

〇散  会 

◇議長（三友美惠子君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会といたします。 

 次の本会議は１０日木曜日です。午後２時３０分までに議場にご参集ください。 

 ご苦労さまでした。 

   午前１１時１４分散会 

 


